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「
気
持
ち
」

 

岩
美
中
　
一
年
　
田
中
　
　
悠

　

「
疲
れ
て
い
る
の
に
清
掃
活
動
か
。」

　

私
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
後
の
清
掃
活
動
に
や

る
気
を
失
く
し
て
い
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
活
動
に
あ
ま
り
興

味
が
な
か
っ
た
私
は
、
い
つ
も
上
っ
面
だ
け
の

取
り
組
み
方
で
心
の
中
で
は
、「
早
く
帰
り
た

い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
で
清
掃
活
動
を
し
て
い
た

私
は
、
あ
る
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
考
え
方
が

ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
大

人
の
方
の
一
言
で
し
た
。
岩
美
駅
に
来
ら
れ
て

い
た
方
が
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
私
に
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
瞬
間
、
私
は
お
な
か
の
底
か
ら
や
る
気

が
出
て
き
て
、
目
は
ゴ
ミ
を
追
っ
て
す
ば
や
く

動
き
ま
し
た
。　

「
私
が
何
個
か
ゴ
ミ
を
拾
う
だ
け
で
喜
ん
で
く

れ
る
人
が
い
る
ん
だ
。」

と
、
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
時
か
ら
今
ま
で
の
「
別
に
誰
か
が
や
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う 

」
と
い
う
人
任
せ
な
考
え

方
か
ら
、「
自
分
が
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

か
、「
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
前
向
き

な
考
え
方
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
普
段
の
生
活
で
も
ク
ラ
ス
の
副
室
長
と

し
て
友
達
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
な
ん
だ
と
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

今
あ
る
平
和
が
戦
争
に
よ
っ
て
二
度
と
壊
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
の
大

切
さ
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
人
権
を
守
る
」　

 

岩
美
西
小　

六
年　

澤　

し
ず
く

「
人
権
と
は
」

 

岩
美
中　

三
年　

松
　

智
子

「
身
近
な
こ
と
か
ら
見
直
し
て
」

 

岩
美
西
小　

六
年　

谷
掛　

善
貴

「
進
級
と
降
格
」

 

岩
美
中　

二
年　

田
渕　

雅
治

岩
美
北
小
一
年　

小
橋　

花
音

岩
美
北
小
一
年　

濱
田　

優
芽

岩
美
北
小
一
年　

中
野　

未
桜

岩
美
北
小
一
年　

佐
藤　

未
藍

岩
美
北
小
一
年　

白
矢　

は
な

岩
美
北
小
一
年　

河
口　

裕
貴

岩
美
北
小
二
年　

大
森　

日
瑚

岩
美
北
小
二
年　

吉
本
こ
こ
ろ

岩
美
北
小
二
年　

濱
崎　

望
見

岩
美
北
小
二
年　

岩
崎　

琳
香

岩
美
北
小
二
年　

濵
田　

歩
叶

岩
美
北
小
二
年　

出
口
く
る
み

岩
美
北
小
三
年　

佐
藤　

優
和

岩
美
北
小
三
年　

中
尾
阿
央
斗

岩
美
北
小
三
年　

濱
口　

乃
愛

岩
美
北
小
三
年　

高
淵　

友
哉

岩
美
北
小
三
年　

橋
本　

淳
史

岩
美
北
小
三
年　

牧
野　

光
流

岩
美
北
小
四
年　

西
原　

唯
華

岩
美
北
小
四
年　

小
島
健
太
郎

岩
美
北
小
四
年　

池
井　

彩
花

岩
美
北
小
五
年　

後
藤　

祐
城

岩
美
北
小
五
年　

早
竹　

隆
騎

岩
美
北
小
五
年　

濱
田　

陽
生

岩
美
北
小
六
年　

松
野　

美
桜

岩
美
北
小
六
年　

山
本　

晏
夢

岩
美
北
小
六
年　

千
谷　

友
哉

岩
美
北
小
六
年　

小
谷　

真
暖

岩
美
北
小
六
年　

池
内　
　

渉

岩
美
北
小
六
年　

三
田
和
香
奈

岩
美
西
小
一
年　

澤　

こ
こ
も

岩
美
西
小
一
年　

山
本　

稜
馬

岩
美
西
小
一
年　

田
中　

凛
空

岩
美
西
小
二
年　

濱
崎　

北
大

岩
美
西
小
二
年　

田
中　

虹
晴

岩
美
西
小
二
年　

澤　
　

心
愛

岩
美
西
小
二
年　

但
馬　

琴
音

岩
美
西
小
二
年　

川
戸　

春
奈

岩
美
西
小
二
年　

野
嶽　

孝
太

岩
美
西
小
三
年　

博
田
雄
一
郎

岩
美
西
小
三
年　

山
下　

哉
太

岩
美
西
小
三
年　

田
中　

七
美

岩
美
西
小
三
年　

上
山　
　

音

岩
美
西
小
三
年　

澤　
　

大
輝

岩
美
西
小
三
年　

長
谷　

千
咲

岩
美
西
小
四
年　

中
本　

結
愛

岩
美
西
小
四
年　

澤　
　

雅
貴

岩
美
西
小
四
年　

岩
村　
　

樹

岩
美
西
小
四
年　

東
田　

梨
杏

岩
美
西
小
四
年　

澤　
　

亮
兵

岩
美
西
小
四
年　

横
山　

昌
弥

岩
美
西
小
五
年　

中
島　

元
輝

岩
美
西
小
五
年　

浜
田　

梨
那

岩
美
西
小
五
年　

堂
園　

舞
花

岩
美
西
小
六
年　

石
原　

祥
子

岩
美
西
小
六
年　

宮
本　

彩
加

岩
美
西
小
六
年　

博
田　

紗
季

岩
美
南
小
一
年　

山
本　

颯
馬

岩
美
南
小
一
年　

大
谷　

明
輝

岩
美
南
小
一
年　

中
野　
　

咲

岩
美
南
小
二
年　

村
上　

桜
介

岩
美
南
小
二
年　

中
島　

亮
輔

岩
美
南
小
二
年　

尾
崎　

優
菜

岩
美
南
小
二
年　

中
村　

陸
斗

岩
美
南
小
二
年　

瀧
川　

夏
生

岩
美
南
小
二
年　

熊
澤　
　

優

岩
美
南
小
三
年　

飯
野　

萌
未

岩
美
南
小
三
年　

寺
本　

太
一

岩
美
南
小　

三
年　

平
井　

暁
也

岩
美
南
小　

四
年　

西
川　

郁
実

岩
美
南
小　

四
年　

大
谷　

尚
輝

岩
美
南
小　

四
年　

山
田　

健
斗

岩
美
南
小　

五
年　

中
嶋　

健
人

岩
美
南
小　

五
年　

田
中　

千
春

岩
美
南
小　

五
年　

山
田　

駿
樹

岩
美
南
小　

六
年　

小
谷　

俊
輔

岩
美
南
小　

六
年　

山
本
樹
希
哉

岩
美
南
小　

六
年　

小
谷　
　

翼

岩
美
南
小
保
護
者　

寺
垣
美
沙
子

岩
美
南
小
保
護
者　

大
谷　

寛
江

岩
美
南
小
保
護
者　

野
澤
み
の
り

岩
美
中　
　

一
年　

川
口　

貴
野

岩
美
中　
　

一
年　

浜
野　

杏
南

岩
美
中　
　

一
年　

寺
尾　

知
恵

岩
美
中　
　

一
年　

野
澤　

祐
斗

岩
美
中　
　

一
年　

岡
島　

智
穂

岩
美
中　
　

一
年　

細
見　

咲
希

岩
美
中　
　

一
年　

濵
田　

将
次

岩
美
中　
　

一
年　

早
瀬　

ニ
コ

岩
美
中　
　

二
年　

高
淵
ひ
か
る

岩
美
中　
　

二
年　

原
田　

靖
浩

岩
美
中　
　

二
年　

安
木　

菜
摘

岩
美
中　
　

二
年　

山
下　

実
南

岩
美
中　
　

二
年　

松
本　
　

夢

岩
美
中　
　

二
年　

山
田　

将
司

岩
美
中　
　

二
年　

元
部　

瑞
稀

岩
美
中　
　

二
年　

中
原　

奈
央

岩
美
中　
　

三
年　

杉
本　

玲
奈

岩
美
中　
　

三
年　

大
西　

瑠
衣

岩
美
中　
　

三
年　

西
川　

愛
実

岩
美
中　
　

三
年　

神
谷　

拓
海

岩
美
中　
　

三
年　

山
本　

敦
也

岩
美
中　
　

三
年　

岡
本　
　

渉

岩
美
中　
　

三
年　

山
中　

瞳
子

岩
美
中　
　

三
年　

松
　

智
子

考
え
、
困
っ
て
い
る
友
達
が
い
た
ら
助
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
明
る
く
て
過
ご
し
や
す
い
ク
ラ

ス
に
し
て
い
き
た
い
か
ら
、
朝
学
校
に
来
た
ら

必
ず
友
達
に
「
お
は
よ
う 

」
と
声
を
か
け
ま
し

た
。
家
で
は
、
父
や
母
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
や
家
族
、
地
域
の

方
々
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
、
周

り
の
人
の
た
め
に
全
力
で
か
け
回
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
私
の
考
え
方
や
生
活
を
大
き
く
変

え
て
く
れ
た
の
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
を
頂
い
て
自
分
で
も
岩
美
町
の
役
に
立
て

る
こ
と
の
素
晴
し
さ
や
喜
び
、
達
成
感
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

そ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
時
だ
け

で
な
く
て
も
、
自
ら
周
り
の
事
を
考
え
て
行
動

を
す
れ
ば
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
ん
な

に
も
ぜ
ひ
達
成
感
や
感
動
を
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
友
達
の
輪
や

家
族
の
輪
、
地
域
の
輪
が
広
ま
っ
て
い
き
、
も
っ

と
岩
美
町
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
と
い
い
と
思

い
ま
す
。


